
年月日 職名・役職等 営農類型 耕作面積（a）

1 八木　均 男 63 農業
平成26年4月～
令和4年4月～

美山町移住　新規
就農　　　　　　
大野区農事組合理
事

露地野菜 68 美山

農家の高齢化、後継者不足による農
地・農村の荒廃化が年々深刻化しつ
つあるかと思います。農地利用最適
化推進委員の活動を通じて、住民の
方々や委員会のみなさまと共に、次
世代に向けた持続可能な活力のある
地域づくりのお手伝いが微力ながら
出来ればと思っています。

美山町大野
振興会

山名　英夫 600

大野振興
会は、大
野地区内
に住居す
る住民を
もって組
織する。

振興会は、住民
の主体的な参加
による地域づく
りを進めること
により、住民と
の連携を深め、
地域の発展と円
滑な町づくりの
推進に資するこ
とを目的とす
る。

八木氏は、平成26年に大野地域で新規就農する
ためにIターンされ、休耕田などを活用し、露地
野菜を中心に生計を立てておられます。現在
は、お住いの大野区の農事組合理事に就任して
おられるなど、地域からも将来を嘱望されてい
る方です。特に、高齢化による農地保全は日本
の中山間地の共通した課題であり、この現実を
どのように改善していくのか、大きな関心を寄
せられています。現実に真摯に向き合い、今で
きる事を、身を呈して露地野菜栽培に情熱を傾
けておられます。この経験値を活かし推進委員
として、地域の農地の最適化を図るための立役
者として相応人材として推薦します。

無

2 久世　善春 男 73 農業
平成23年　　　
平成27年4月～
29年3月

就農　　　　　
中佐々江　農家
組合長

果樹 23 日吉

県立学校勤務を終え、専科ではありま
せんが、在職中学んだぶどう栽培の技
術を生かすべく実家である南丹市に戻
り、ブドウ栽培と販売の営農を行って
います。農地からの果樹園への転用は
難しく、果樹栽培の学習をかさねなが
ら苦労をしております。耕作放棄地の
農地の有効活用に努力をしています。
この度、地域の区長様からの、「地域
の今後も気にかけ力を貸してほし
い。」とのご依頼をうけ、微力ではあ
りますが、私にできる範囲でご協力を
させていただければと存じます。

佐々江区 久世　貢 71 
佐々江区
民

農村地域の
農家と非農
家が一体と
なって地域
コミュニ
ティを図る

本人は、学校勤務を終え、実家に帰り、
ブドウ栽培を始められ、真剣に取り組ま
れている姿を見て、佐々江区の役員から
も、久世さんなら、農業委員会業務にも
貢献してもえるの意見が多く推薦させて
もうことになりました。

無

3 井尻　寛 男 74 農業

昭和59年4月～昭和61年3月　　　　　　　
平成12年4月～平成14年3月　　　　　　　
平成12年4月～平成22年12月　　　　　　　
平成26年4月～平成28年3月　　　　　　　
令和3年1月～現在

八栄農家組合長　　　　
八栄農家組合長　　　　
八栄集落協定代表　　　
八栄農家組合長　　　　
八栄集落協定代表

水稲・　　
露地野菜

60 日吉

志和賀・保野田地域は、水田の圃場整備が完成して40
余年を経過しました。圃田の集約による拡大や用排水
路の確保と農道の整備など、作業環境の向上に向けた
取り組みは、当時の画期的な事業であったことを記憶
しております。また、農業機械の高性能や大型化によ
り、農作業の効率化が進み、将来にわたって安定した
農業経営が維持されるものと思っていました。しかし
近年、当地域にも耕作放棄地が散見されます。耕作者
によりその要因は様々だと思いますが、これ以上、耕
作放棄地を増やさないためにも、微力ではあります
が、先進地域の取組に注目するとともに、各委員の皆
様と協力して任務を全うしたいと考えております。

志和賀区 吉田　一美 200
志和賀区
在住の区
民

農村地域の
農家と非農
家が一体と
なって地域
コミュニ
ティを図る

本人は、これまでの職歴・農業経験等から地域農業に関
する幅広い知識と経験を有し、地域農業関係の役員を務
めるなど、強い責任感でリーダーとして活躍しており、
地域の状況や農家事情にも精通し、農業に関する見識を
有し周囲からも厚い信頼が寄せられている。また、農業
はもとより地域づくりにも積極的に取り組んでおり、地
域の振興と活性化にも寄与し、地域の住民からも信頼さ
れていることから、人望も厚く、農地利用の最適化を進
めるためには適任者であり、担い手への農地集積や耕作
放棄地の未然防止、解消等、農地の利用に関する最適化
当、農業委員会業務に大きく貢献できると考えることか
ら、井尻寛氏を農地利用最適化推進委員に推薦いたしま
す。

無

4 奥村　喜久雄 男 65 農業 平成28年度
南丹市就農サポー
ト講座修了　　　
殿谷区農家組合長

水稲・　
施設野
菜・　　

露地野菜

95 園部

両親から農業を継ぎ、独学ではありま
すが日々勉強しながら、専業農家とし
て、水稲や野菜等の農作物を栽培して
います。技術的にはまだまだ未熟な所
もありますが、これまでの経験を活か
し耕作放棄地を未然に防ぐなど、地域
の農業の維持や発展のため、微力なが
ら貢献いたしたいと考えています。

殿谷区 中井武美 33
殿谷区在
住の住民

農村地域の
農家が地域
コミュニ
ティを図る

本人は両親の農業を引き継ぎ、南丹市の
就農サポート講座を修了した後、独学な
がら日々努力を重ね、水稲の他ビニール
ハウス３棟でホウレンソウ、トマト、枝
豆等を栽培し、道の駅等にも出荷してお
ります。平成２８年度には殿谷区の農家
組合長として地域の農業活動を支えるな
ど、周囲からも信頼される人物で今後も
農業の振興と活性化に寄与してくれるも
の思われることから、この度、奥村喜久
雄氏を農地利用最適化推進委員に推薦し
ます。

無

5 森　爲次 男 71 農業

昭和36年
平成10年
平成18年2月～平成29
年2月　　         
令和5年2月～

就農
集落営農副組合長
南丹市議会議員　　
（農法）黒田営農
組合副組合長

水稲 43.4 園部

昭和３６年から家族とともに農業に従事し、
また、地域のスポーツ振興に努めてきた。黒
田地区での農業の担い手としての集落営農の
活性化や組織の農事組合法人化を推進した。
また耕作放棄地の未然防止や地域の農地集約
化などの取り組みを行った。これまでの経験
を活かし、地域農業の振興に寄与したい。

黒田区 森　雅克 207
黒田区在
住の住民

農村地域の
農家と非農
家が一体と
なって、地
域コミュニ
ティを図る

森爲次氏は、若年期から水稲栽培に従事しつつ、当時地
域ので活動していた野球部の主要な構成員であり、また
地域の農作業に不慣れな２０歳過ぎの部員と地域で展開
する営農組合を結びつける役割を担っていた。壮年期に
なると、集落営農組合の副組合長として農業経営にあた
り、その後、農事組合法人の運営や市議会議員並びに区
長として活躍し、地域事情や農業情勢にも精通してい
る。近年は、農事組合法人黒田営農組合の副組合長とし
て農業経営を担い、農用地の利用集積、集約化などを推
進しており、地域農業の振興、発展に貢献できるものと
思料する。

無

法人等による推薦

推薦を受ける者 推薦する者

経歴 農業経営の状況
受付
№ 氏名 性別 年齢 職業

推薦を受
ける区域

抱負 名称
代表者等の

氏名

構成員
の数

（人）

構成員の資
格等

目的 推薦理由
農業委員
への推薦
の有無



6 南條　勝和 男 71 農業

平成16年4月～　　　
平成17年3月　　　　　　　
令和2年4月～　　　
令和3年3月　　　　　　　　　
平成30年7月～　　　
令和6年6月

棚区農事組合長
棚区農事組合長
農地利用最適化
推進委員

水稲・そ
の他

25 美山

高校卒業後農協講習所を卒業して以来
農協に勤めてまいりました。地域農業
関係の役員も２回務めました。耕作放
棄地の防止や地域農業の発展に貢献し
たく応募いたします。

鶴ケ岡振興
会

小畑　学 610
美山町鶴
ケ岡の住
民

鶴ケ岡地域の
農家と非農家
が一体となっ
て、地域の現
状や課題を出
し合い、鶴ヶ
岡地域の将来
計画や地域コ
ミュニティを
図る

南條氏は、南丹市の農地利用最適化委員を二期
務めた経験を活かし活躍してくれるものと思
う。また、農業推進には農協に勤務した豊富な
経験と実績もあり、地域農業や農家情報にも精
通されており、農地利用最適化委員の業務に向
けて積極的に取り組んでおられる。近年、鶴ヶ
岡は高齢化が進み、各集落で農地の維持管理の
課題が山積している。南條氏は地域農業の振興
にリーダーシップを発揮していただけると確信
している。責任感も強いので地域住民からの信
望も厚いことから、南條勝和氏を農地利用最適
化委員に推薦する。

無

7 谷本　みどり 女 73
農業・
パート

平成24年7月～　　
平成27年６月　　
平成27年7月～　　
平成29年6月　　　
平成30年7月～　　
令和3年6月　　　　
令和3年7月～　　
令和6年6月

農業委員　　　
農業委員　　　
農地利用最適化
委員　　　　　
農地利用最適化
委員

水稲 52 美山

４期も務めさせていただいたの
で、もう終わらせていただきたい
と思っていましたが、昨年からの
地域計画に取り組むことになり、
私でも大変だと考えているのに、
初めての人にお願いするのは申し
訳なく思います。きちんとやり遂
げる自信はありませんが、できる
ところまでと考えています。

鶴ケ岡振興
会

小畑　学 610
美山町鶴
ケ岡の住
民

鶴ケ岡地域の
農家と非農家
が一体となっ
て、地域の現
状や課題を出
し合い、鶴ヶ
岡地域の将来
計画や地域コ
ミュニティを
図る

谷本氏は、農業委員を２期、農地利用最適化委
員を２期の実績と経験も豊富である。地域農業
や農家情報にも精通されており、農地利用最適
化委員の業務に貢献できると思う。また、現在
進められている地域計画策定並びに実施に向け
て積極的に取り組んでおられる。近年、鶴ヶ岡
は高齢化が進み、各集落で農地の維持管理の課
題が山積している状況である。谷本氏は地域農
業の振興にリーダーシップを発揮していただけ
ると確信している。温厚な性格で責任感も強い
ので地域住民からの信望も厚いことから、谷本
みどり氏を農地利用最適化委員に推薦する。

無

8 西村　邦夫 男 70 会社員
平成30年～31
年3月　　　　　　
令和3年4月～

大西美し郷水土里
保全会代表　　　
大西美し郷水土里
保全会副代表

水稲・　
露地野菜

98.76 園部

親から学んだ農業を知識を生かし水稲
を中心に農業を行ってきました。近年
は、肥料の値上げで個人での米作りが
大変になっております。若い人が農業
から離れて行くため、高齢者の皆さん
が農地を守っているのが現状です。今
後いつまで続けられるかが課題になっ
てくると思います。農地を荒らさせな
いように営農組合と相談しながら農地
を守って行きたい。今後少しでも若い
人に農業に興味を持ってもらえること
ができればと思っています。

園部町大西区 谷　正幸 85
園部町大
西区在住
の住民

農村地域の
農家と非農
家が一体と
なって地域
をコミュニ
ティを図る

本人は、高校で農業を学び、卒業後は両
親とともにその知識を活かして、水稲栽
培を中心として、家庭用野菜の栽培も
行っている。地域の農業関係の役員経験
も豊富で地域農業や農家情報にも精通し
ている。大西美し郷水土里保全会の副代
表として責任感を強く持ちリーダーとし
て活躍し、周囲からも厚い信頼が寄せら
れていることから、この度、西村邦夫氏
を農地利用最適化推進委員に推薦いたし
ます。

無

9 野々口　善文 男 75 農業

平成14年９月～25
年2月　　　　　　
令和2年4月～　　
平成30年７月～

園部町農業公社勤
務　　　　　　　
大河内生産組合組
合長　　　　　　
南丹市農業委員
（農地利用最適化
推進委員）

水稲・　
路地野菜

91 園部

平成30年から南丹市農業委員とし
て耕作放棄地の減少に努力してき
ました。新規就農の人に水稲・野
菜の生産また収穫の方々等指導に
も行っております。担当地域の農
業の発展の為に努力してまいりま
した。今後も園部町西本梅地区の
発展のためにがんばります。

大河内区 野々口健次 59
大河内区
の住民

農村地域の
農家・非農
家が一体と
なり地域の
連携を図
る。

推薦する者は現在、大河内生産組合長と
して、地元農家の振興に寄与しており、
かつ平成30年より農地利用最適化推進委
員として会議・研修にも積極的に参加し
農地の適正管理のために助言・指導を行
い、農地利用集積、耕作放棄地の防止に
取り組んでおります。又、地元大河内区
新規就農者への農業技術指導を通じて若
手担い手の育成にも成果を上げておりま
す。大河内区として経験豊かな野々口善
文氏を農地利用最適化推進委員として推
薦致します。

無

10 西村　嘉治 男 68 アルバイト

平成10年4月～11年
3月　　　　　　　
平成21年4月～22年
3月　　　　　　　
平成24年4月～現在

仁江区農家組合長　
仁江区　区長　　
仁江区　農地水環
境保全工場対策関
連役員

水稲 70 園部

地元区においては農業関連の役員
やそれ以外の役職をほぼ経験して
おり、現在も地域の環境整備関連
の役員も務めております。地域の
農業が将来にわたり持続できるよ
う、これまでの経験を生かして少
しでも貢献したいと考えておりま
す。

仁江区 小寺　和広 67
仁江区在
住の住民

地区の持続
可能な農業
と地域コ
ミュニティ
の充実を図
る

本人は地域の農業関係の役員をはじめ区
内の中心的な役職の経験も豊富であり、
また土地勘や農家情報にも精通されてい
ます。幅広い人脈で各世代との交流によ
る意思疎通を図られ、農業委員会業務に
貢献頂けるものと考えます。また地元区
民からも厚い信頼が寄せられていること
から、この度、西村嘉治氏を農地利用最
適化推進委員に推薦します。

無

11 村下　好則 男 66 農業

平成23年1月～　　
27年7月　　　　　　
平成27年8月～　　
平成28年4月～　　
平成28年7月～

両親より農業を引
き継ぎ、兼業農家
に。　　　　　　
会社を早期退職
し、専業農家に。
半田区、農地水環
境保全向上組合、
副組合長　　　　
農事組合法人ひか
り代表理事

水稲 600 園部

兼業農家に生まれ、年少より農作業の
手伝い行ってきました。両親より、農
業を引継ぎ、早期退職後、専業農家に
なってから、半田地区内の耕作できな
くなった方の農地を預かり、半田地区
内の農地の保全に務めてきました。今
後は、次世代を育成し、農事組合法人
光を受け皿の中心としていき、地区内
の農地の保全をはかりたいと考えてい
ます。

半田区 村下　和夫 67
半田区在
住の住民

区内の農家
と非農家が
一体となり
地域コミュ
ニティを図
る

本人は、早期退職後、半田区内の耕作で
きない方の農地を預かり、区内の農地保
全に多大な成果を上げると共に、農家の
高齢化に対応した活動にも尽力してお
り、区内の農業の今後を考える上で、
もっとも適した人材を考えられるので、
この度、村下好則氏を農地利用最適化推
進委員に推薦します。

無



12 野口　則彰 男 61
農業兼
自営業

昭和62年　　　　
令和3年6月～6年6
月

就農　　　　　
推進委員

水稲・露
地野菜

98 美山

私は美山町田歌で水稲を約１丁歩ほど耕作していま
す。子供の頃は母たちが花卉生産組合でダリアや桔梗
等を行っていたので、その手伝いをしたものです。大
人になっていからは農事組合でのきゅうり、大豆、白
菜などの転作作物の生産を手伝ってきました。田歌の
集落も高齢化で今は転作せず稲作のみとなりました
が、米価の下落により、収支は赤字のところばかりで
す。幸い農事組合で農機を購入、乾燥調製施設を作り
選任オペレーターを配置し作業受託するという仕組み
が出来上がりコスト削減になっています。しかし高齢
化により水路などの保守が困難になり畦畔の草刈もで
きない家が出てきています。私は建設業を営んでおり
ますので、集落の用排水路・圃場の保守修繕に協力し
ておりますが、今後も農地・農業を守っていけるよう
尽くすつもりです。

美山町知井
振興会

長野　建一 590
知井地区　
在住の住民

旧美山町時代、少子
高齢化により各自治
体での高齢化やそれ
に伴う弱体化が進
み、各組織の機能が
失われつつああっ
た。そこで新たに住
民と行政を結ぶ組織
である「振興会制
度」を立ち上げた。
自らの地域は自ら企
画立案し、行政や各
種団体と協働するこ
とで真の住民自治を
目指している。

野口則彰氏は、集落・田歌区で幼少期か
ら親の農作業を手伝い、現在農事組合で
中心になって耕作されています。中山間
地の小規模農業で農地を守り、農業を担
う大切さを身をもって実践されてきてい
ます。その中で“農地の荒廃が地域を衰
退させることになる”と考え、推進委員
の立場で地域農業・農地を守ろうと決意
され、地域全体からも厚い信頼を寄せら
れています。このことから、この度野口
則彰氏を推進委員に推薦します。

無

13 鶴山　昌仁 男 46 団体職員
平成8年3月　　
平成11年4月～　
現在に至る

鳥取県立鳥取　
工業高校卒業　　
（公益財団法
人）生涯学習　
かめおか財団　
入社

水稲 70 八木

現在の南丹市内の農業を取り
巻く状況は厳しいです。微力
ですが、地域の農業振興のた
め尽力したいと思います。

南地区自治
会

廣瀬　功 711

南区内住民を
会委員とし、
世帯主を代表
会員とする。
本会活動に賛
同する法人及
び団体は賛助
会員とする。

地域的な共同活
動を行うことに
より良好な地域
社会の維持及び
形成に資するこ
とを目的とす
る。

本人は、普段は（公益財団法人）生涯学習亀岡財団に勤
務しながら、農業に従事している。また、八木町垣内区
の区長を何度も務め、高齢化が進む垣内区における担い
手として日々活躍している。また、南地区の春日神社総
代を務め、地域振興に尽力するなど地域からの信頼も厚
い人柄である。以上のようなことから、本人は地域の農
業者からも厚い信頼が寄せられており、耕作放棄地の未
然防止などの農業委員会業務に十分貢献できると考え、
この度、鶴山昌仁氏を農地利用最適化推進委員に推薦し
ます。

無

14 田鶴　昌子 女 63 農業
平成20年3月～　
令和4年3月　　
令和5年4月～

農業手伝い　　
就農

露地野菜 19 日吉

農家に嫁ぎ、農業一筋に熱心に取
り組む義父の姿を見てきた。義父
が高齢になるに伴い畑仕事を少し
ずつ手伝ってきた。その後、主人
が農業を継いだことをきっかけに
本格的に農業に関わることとなっ
た。今後地域で農業を続けるにあ
たり、農業に対する課題等を知
り、地域農業の推進に貢献できる
ようになれればと考える。

広野区 金本嘉広 186 広野区住人

広野区域の
農家と非農
家が一体で
地域コミュ
ニティを図
る

農業の知識を活かして露地野
菜を栽培され、道の駅等に出
荷され、精力的に活動されて
いて、農業に精通されてい
る。今後、益々精力的に地域
農業に推進に尽力されると思
います。委員に適任と思いま
す。

無

15 池上　尚隆 男 68 農業

平成2年4月～平成3年
3月　　　　　　　　
平成13年4月～平成14
年3月　　　　　　　　
平成15年4月～平成28
年3月　　　　　　　
平成30年4月～平成31
年3月　　　　　　　
平成31年4月～令和2
年3月　　　　　　　
令和4年4月～令和5年
3月

農事組合長　　　
区長　　　　　　
区役員（会計）　
新庄堰水利組合委
員長　　　　　　
区役員（土木委
員）　　　　　　
区長

水稲 112 八木

学校を卒業後、社会人として民間企業に就業しなが
ら、農業に従事し、農業に関する知識を深め、経験を
積み上げてきました。知己内の集落営農の担い手とな
る農事組合法人いけげみにも積極的に参画するととも
に、永年地域の農業関係を含む区の役職を歴任し、特
に昨年度の区長時には地区内に存する耕作放棄地解消
に向け、関係者との緊密な連携の下、先導的な立場で
取り組んできた経験かあら、担い手への農地集積や耕
作放棄地の未然防止、解消など農業委員会用務に貢献
できると思います。過去に農事組合長をし、農業関係
を含む永年の役員実績を有することから、これまでの
経験を生かして地域農業の発展などに、少しでも貢献
したと考えています。

池上区 麻田法秀 42
池上区在
住の住民

農村地域の
農家と非農
家が一体と
なって地域
コミュニ
ティを図る

本人は学校を卒業後、社会人として民間企業に就業しな
がら、農業に従事し、水稲栽培を中心に、農業を行って
いる。地域の農業関係の役員経験も豊富で、地域農業や
農家情報にも精通し、精力的に活動していることから、
担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止、解消など
農業委員会用務に貢献できると考えます。過去に農事組
合長など農業関係を含む役職を永年託され、温厚な性格
と力強い責任感でリーダーとして活躍し、地域農業の振
興と活性化にも寄与し、周囲からも厚い信頼が寄せられ
ていることから、この度、池上尚隆氏を農地利用最適化
推進委員に推薦します。

無

16 波多野　義幸 男 65 農業 平成26年4月～
宮島財産区　
庶務会計

水稲・露
地野菜

50 美山

高齢化が進むなかで、今後地域の
農業がどのように推移していくの
か関心があり、自分がそのことに
対して少しでも関わることができ
ればと考えています。地域での役
職の経験を生かし、少しでも貢献
出来ればと考えています。

美山町　　
宮島振興会

下伊豆仁史 297
振興会会
員

住民の主体的な参加
による地域づくりを
進めること住民と行
政の連携を深め、住
民相互の親睦、生活
の向上・地域産業の
振興・環境保全さら
には福祉の増進を図
り、もって地域の発
展に寄与すること目
的とする。

美山町森林組合に長く勤務され、林業に
深く携わるとともに、農業にも強い関心
を持ち、こだわりの農業ということで息
子さんとともに現在、普通とはちょっと
違った農業を目指して営農されていま
す。奥様も自家野菜を使った発酵食品の
カフェを経営されており、宮島財産区の
役員として活躍もされており、南丹市の
農政にも寄与されることが期待できる人
材であることから、波多野義幸氏を農地
利用最適化推進委員に推薦いたします。

無

17 平井　隆 男 65
農業・
パート

昭和56年3月　　   
昭和56年4月～平成30
年3月　　　       
令和元年4月～令和3
年3月　　　       
令和3年４月～

私立佛教大学教育学科卒
業　　　　　　　　　　
長岡京市小学校勤務、京
北町内小学校、美山町内
小学校、南丹市立殿田小
勤務（教頭）、京丹波町
立下山小勤務（校長）　　　　　　　　　
平屋振興会事務局長・美
山給食調理場勤務　　　
平屋振興会長

水稲・露
地野菜

40 美山

高齢化で益々厳しくなる農業とそ
の経営に対し、素人に近い自分に
できることはないか、考えるきっ
かけとしたい。また、地域農業の
荒廃が進む中、少しでも歯止めが
の役割を負えたらと考える。

平屋振興会 平井隆 20
美山町平
屋住民で
あること

住民の主体的な参加
による地域づくりを
進めることにより、
住民と行政の連携を
深めるとともに、住
民相互の親睦・生活
の向上・地域産業の
振興・環境保全さら
には福祉の増進を図
り、もって特色ある
地域の発展と円滑な
町づくりの推進に資
することを目的とす
る。

平屋振興会中枢６年、地域の現状と課題
についても理解を深めておられ、地域振
興に意欲的である。農業に対しても衰退
の道かあら、継続・発展への方向転換へ
の方策を探っておられる。農業耕作面積
は小規模であるが、食や林業に対しても
関心が高く、ふらっと美山への農産物販
売などもおこなっておられる。

無



18 小早川　健一 男 66

経営コ
ンサル
タン
ト・　
農業

昭和57年　　　　　　
令和4年～

就農　　　　　　　　　
西田３部農事組合長３回　　
西田ふるさと保全会長　
初代西田農事組合長　　
南丹市農地利用最適化推
進委員

水稲 97 八木

西田３部の農事組合に30年以上参加
し、３回農事組合長を歴任している。
その中で、西田ふるさと保全会長も経
験している。西田農事組合の立ち上げ
を自治会から農事部門を分離して、初
代農事組合長となった。また、地域の
中で経営面積が多いことから、ほ場整
備準備委員会、換地委員長も行ってい
る。微力ながら、農業委員会活動に尽
力したい。

西田自治会 井上　泰利 400
西田在住
の住民

農村地域の農家
と非農家が一体
となって地域コ
ミュニティを図
る

前農地利用最適化推進委員であり、信頼
できる人間である。 無

19 芦田　竜一 男 59 林業 平成３０年
東胡麻区農家　
組合長 水稲 4 日吉

平成３年度から親に教えられて水
稲の手伝いをやってきました。父
親が亡くなってから、水稲を中心
に畑作業も行っています。生まれ
てからほぼ地元にいるので、地域
農業の発展に寄与したいと考えて
います。

東胡麻区 内藤千寿 199
東胡麻区
在住の住
民

農村地域の農
家が一体と
なって地域コ
ミュニティを
図る

代々続く農家で後継者もあり、農家組合
長も務められて精力的に活動されてい
る。温厚な性格でリーダーシップを発揮
して活動されていることから芦田竜一氏
を農地利用最適化推進委員に推薦する。

無
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